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１．研究計画の概要 

 
中国の台頭によって東アジアと東南アジ

アの地域秩序はどのように変化するのか。各
国の国内政治経済への影響はどういったも
のとなるのか。こうした問いは今後数十年に
わたって議論されるだろう。そのなかでミャ
ンマーに起きている変化は大変興味深い。ミ
ャンマー政治経済は学術的にも一般的にも
民主化をめぐって論じられることが多く、ま
た、経済は自由経済体制への移行の最中にあ
る国として論じられてきた。しかし、1990
年代以降、それとは別のかたちで非常に重要
な変化が起こっている。民間経済部門の発達
と、隣国である中国の経済発展とが結びつき、
ミャンマー国内に多くの華人・華僑実業家が
台頭しているのである。本研究はミャンマー
における華僑・華人実業家の政治経済的影響
力を、民間企業の所有形態分析および国軍将
校と企業経営の関係などに焦点をあてて明
らかにし、それを通して 1990 年代以降のミ
ャンマー政治経済の変容を、中国台頭による
東南アジアの変化のなかに位置づけること
を目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
 
 現在までの進捗状況は以下の通りである。 
（１）華僑・華人企業調査 
 現在の華僑・華人実業家の台頭を直接観察
するために，2008 年には緬甸華商商会幹部
への聞き取りを行ったり，2009 年年始の 100
週年記念式典に出席するなど地道に人脈を
築いてきたが，企業情報を得るところまでは
至っていない。その一方で，現地の調査会社

が行っている輸出入トップ100社へのインタ
ビュー調査に動向し，経営者や所有者の民族
や企業間関係についてのアンケート調査を
行った。ミャンマーでは企業情報を公開する
文化がないため，調査は苦労したものの，約
100 社に関するデータを入手できた。 
 
（２）フィールドワーク 
 ヤンゴン，マンダレー，ラショー，モンユ
ワ，モーラミャイン，ミッチーナなどでフィ
ールドワークを行い，現地の研究者や華僑・
華人などから情報収集を行った。例えば，
2009 年にはマンダレー最大規模の中国語学
校で中国語学習熱の実態などについて直接
視察する機会を得た。また，ミッチーナでは
二輪車の貿易商や木材会社，中国人学校を訪
れて，国境地帯の社会経済への中国の影響に
ついて調査を行った。 
 
（３）資料調査 
 ミャンマーの華僑・華人に関する社会経済
史を進めるべく，ヤンゴンおよびマンダレー
で歴史資料の調査を行ったところ，ヤンゴン
市街に緬甸華僑図書館が存在することが判
明した。この図書館には中国語で書かれてヤ
ンゴンで発行されたかつての文献や非売品
の記念本などが所蔵されていた。マンダレー
には同種の図書館は存在しないということ
だった。そこで，館長の許可を得て，同図書
館の関係資料約 60 冊をすべて複写すること
ができた。 
 
３．現在までの達成度 
 
 おおむね順調に進展している。 



2007 年の僧侶デモ，2008 年のサイクロン
と憲法制定，2009 年以降の総選挙への動き
など，予想できない政治上の問題が生じたこ
とで，現代に関する調査は滞っている面があ
るものの，貴重な歴史資料を発見するなど，
総体として見れば，華僑・華人実業家の基礎
研究として順調に研究は進んでいる。成果の
一部を取り込んだ単著も 2009 年 6 月に発刊
された。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 2010 年度が最終年度となるため，短期の予
備調査を行うとともに，調査で得た資料をも
とに報告書の作成に取り組む。また，資料そ
のものの公開も目指したい。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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